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1995年を「激動の1年」と評して、マスコミやその

他多くの人たちが口にします。確かに、6300人も

の犠牲を出した阪神淡路大震災をはじめとして、

オウム事件、フランス政府による核実験の強行、

米兵による沖縄の少女レイブ事件 ,高 速増殖炉

「もんじゅ」の事故などなど。悲しい、暗いニュー

スが飛び交つた1年でした。マスコミなどがセンセ

ーショナルな部分だけをあげつらね、「世紀末論」

をあおりながらうわべだけの報道に専念してきた

結果、本当に大事な部分が「激動」という言葉で

切り捨てられようとしています。

果たして 1995年をあらわすのに「激動」という言

葉が当てはまっているのでしょうか。「激しく世の

中が動いたJと いうょりは「激しく翻弄された」とい

う感じではなかったでしょうか。

今、阪神地区では震災復興という名の下に行政

が推し進める「復興計画」に対して、住民の方か

ら多くの疑間があがってきてぃます。震災の直後

すぐに「ネ申戸空港建設 Jの 計画を具体化しようと

策動する行政の姿勢にも現れているように、「街

をいかに住みやすいものにするか」より「街をい

かに採算 ll■ のあるものにしていくか』に重点が置

かれた行政の住民不在の「街づくり」に、住民が

立ち上がろうとしてしヽます。こうぃった地域住民の

連帯の結果、最近神戸の東灘 EXIの「森南地区」

の再開発事業が住民の声を無視したものとして

自紙に戻されました。

沖縄の基地問題では、大田知事の代理署名拒

否の問題については未だ決着がついておらず、

「日米安保」をも巻き込んだ問題へと発展してき

ています。大田知事を動かし、支えているのは長

年抑圧されてきた沖縄の民衆であることは言うま

でもないことです。近年まれにみる 10万 人規模

の集会は沖縄という地域について、まとまってよ

くしようという人々の連帯の強さを示すものでしょ

う。

このように、民衆がその地域の前進のために連

帯しようとしてきてぃるなか、国会をはじめ、国の

中枢の部分では、未だに数の論理で動き、また

得体の知れない「経済発展」によって動いている

ようにしか思われません。震災被害者には何の「国

としての」救済計画を出し得ていないのに、「経

保」に対する疑間や矛盾が人々の間で高まって 驚 丁
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私たちは、1995年から「人々が人々と連帯し、そ解
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